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 強相関電子系物質ではスピン、軌道、電荷自由度に起因した多彩な協力現象が観測され
ることが知られている。これらの有限温度における相転移を高圧力や化学置換効果によっ
て絶対零度へと抑制した際に実現する量子臨界点の近傍では、非従来型超伝導や量子ゆら
ぎに起因する異常物性が数多く見出されており、その電子状態の起源と超伝導発現機構と
の関連に注目した研究が活発に行われている。従来の研究の多くは磁気的な量子臨界点近
傍の揺らぎに関するものであったが、最近では軌道(四極子)や電荷(価数)自由度が関与し
た量子臨界現象の研究が注目を集めている。近年、我々のグループでは 10万気圧級の質
のよい圧力(非静水圧効果が小さい)を精密に制御した環境下での精密物性測定を行うこと
で、磁気的な量子臨界点近傍で Crや Mnを含む 3d電子系化合物として初の圧力誘起超伝
導[1]、f 電子系物質における四極子(軌道)秩序の抑制に伴って出現する重い電子超伝導[2]、
さらには f 電子の価数不安定性に起因した新奇な量子臨界現象[3]の観測に成功した。本講
演ではこれらの高圧下で誘起される多彩な量子現象に関する研究成果に加えて、高圧力発
生装置および測定手法の開発・改良[4]や高圧力の質の違いが物性に与える影響を具体的な
研究例[5]を交えて紹介する。 
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